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た
いへ
ん
よ
く

で
き
ま
し
た

こ
め
ぞ
ー

社
会
科
見
学

　
　
　
　

〜
乗
合
ワ
ゴ
ン
・
タ
ク
シ
ー
編
〜

 

②
乗
車
場
所
で

 　

待
ち
、
乗
る

 

③
料
金
を
支
払
い

 　

下
り
る

 

①
予
約
の
電
話
を
す
る

　

こ
め
ぞ
ー
は
帰
り
に

　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
降
り
て

　

温
泉
を
堪
能
し
ま
し
た

　
【
今
回
の
調
査
結
果
】

　

乗
合
ワ
ゴ
ン
・
タ
ク
シ
ー
は

と
て
も
便
利
な
乗
り
物
だ
と

分
か
っ
た
マ
イ
！

乗合ワゴン乗合ワゴン（橋本 ⇔ 花月・砂川方面）（橋本 ⇔ 花月・砂川方面）
予約：誠和運輸　☎76・2015予約：誠和運輸　☎76・2015

乗合タクシー乗合タクシー（徳富・総進⇔中央・滝川方面）（徳富・総進⇔中央・滝川方面）
予約：新十津川北星ハイヤー　☎76・2638予約：新十津川北星ハイヤー　☎76・2638

新十津川町 → 砂川市 砂川市 → 新十津川町
み
ど
り
団
地

・

橋

本

町

役

場

前

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

南

18

号

・

花

月

市

街

Ａ
コ
ー
プ
砂
川
店

・

砂
川
市
立
病
院

砂

川

高

校

砂

川

高

校

砂
川
市
立
病
院

・

Ａ
コ
ー
プ
砂
川
店

花

月

市

街

・

南

18

号

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

役

場

前

橋

本

町

・

み
ど
り
団
地

 【平日・土日】  【平日・土日】
（07：40）（07：45） （08：03）（08：15） 8：25 8：30 （08：40）（08：52）（09：07）（09：20）（09：25）
12：55 （13：00）（13：13）（13：28）（13：40）（13：50） 13：55 （14：05）（14：17）（14：32）（14：45）（14：50）
14：55 （15：00）（15：13）（15：28）（15：40）（15：50） 15：55 （16：05）（16：17）（16：32）（16：45）（16：50）
 【日曜・祝日】  【日曜・祝日】
9：10 （09：15）（09：28）（09：43）（09：55）（10：05） 10：10 （10：20）（10：32）（10：47）（11：00）（11：05）
14：55 （15：00）（15：13）（15：28）（15：40）（15：50） 15：55 （16：05）（16：17）（16：32）（16：45）（16：50）
※（　　）の時刻は予約状況により前後します。

滝川市 → 新十津川町 新十津川町 → 滝川市
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Ａ
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滝
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駅
（07：00） （07：15） （07：30） （07：40） 7：45

（08：45） （08：50） （09：00） （09：15） （09：30） （09：30） （09：45） （10：00） （10：10） 10：15
13：45 （13：50） （14：00） （14：15） （14：30） （14：30） （14：45） （15：00） （15：10） （15：15）
16：45 （16：50） （17：00） （17：15） （17：30） （17：30） （17：45） （18：00） （18：10） （18：15）

※（　　）の時刻は予約状況により前後します。 ★印は、土・日・祝運休。

乗降場所 橋本～総進 花月 砂川市立
病院

Ａコープ・
砂川高校

橋本～総進 200円 200円 300円 400円

花月 200円 200円 200円 300円

砂川市立
病院 300円 200円

　※砂川市内間の
利用はできません　Ａコープ・

砂川高校 400円 300円

乗降場所
総進区

大和区の一部
橋本区

旧学園区
旧吉野区 旧幌加区～加工

センター ７号線～

ＪＡピンネ
役場前 200円 300円 400円 500円 700円

滝川市 300円 400円 500円 600円 800円
※中央地区と滝川間の利用はできません。

★

利用する時
は

事前予約を
定
期
も
あ
る
マ
イ
！

申込・問合せ 総務課企画調整グループ　☎76-2131
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６
月
10
日
㈰
ゆ
め
り
あ
で
青
少
年
健
全
育

成
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、
190
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

前
半

・
小
中
学
生
に
よ
る
「
ゆ
め
、
希
望
、
願

い
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
優
秀
作
文
の
発
表

・
高
校
生
の
意
見
発
表

後
半

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン

副
代
表　

金
子
耕
弍
氏
の
講
演

「
こ
の
時
代
の
家
庭
と
子
育
て
に
必
要
な
こ

と
」

作
文
発
表

　

８
人
の
児
童
生
徒
が
発
表
し
ま
し
た
。

・
自
分
の
夢
や
希
望
の
実
現
に
向
け
て
努
力

し
て
い
く
姿

・
体
験
を
通
し
て
学
ん
だ
福
祉
の
大
切
さ

・
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
と
抱
え
て
い
る
問
題

・
東
日
本
大
震
災
の
そ
の
後
か
ら
学
ん
だ
、

自
分
自
身
の
こ
れ
か
ら
の
生
き
方

 

な
ど

高
校
生
意
見
発
表

「
大
切
な
ひ
と
と
き
」
を
テ
ー
マ
に
日
常
生

活
の
中
で
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。

最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
の
発
表
と
表
彰

　

作
文
発
表
の
結
果
（
敬
称
略
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
最
優
秀
賞
】

　

清　

水　

花　

菜
（
新
小
６
年
）

　

髙　

橋　

賢　

新
（
新
中
３
年
）

【
優
秀
賞
】

　

松　

頭　

七　

海
（
新
小
５
年
）

　

高　

橋　

梨　

音
（
新
小
５
年
）

　

千　

葉　

萌　

楓
（
新
小
６
年
）

　

内　

田　

澪　

花
（
新
中
２
年
）

　

堀　

下　

夢　

叶
（
新
中
２
年
）

　

引　

地　

沙　

彩
（
新
中
３
年
）

金
子
耕
弍
氏
講
演
概
要

「
こ
の
時
代
の
家
庭
と

 

子
育
て
に
必
要
な
こ
と
」

　

今
、
家
族
・
家
庭
・
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
親
は
変
化
に
気
づ
か
ず
、
何
と
な
く
子

ど
も
を
育
て
よ
う
と
し
て
う
ま
く
い
か
ず
、

い
ろ
ん
な
問
題
が
起
こ
り
、
頭
を
悩
ま
せ
て

い
ま
す
。

　

本
当
に
多
く
の
方
が
、
子
ど
も
た
ち
を
ど

の
よ
う
に
育
て
導
く
か
と
い
う
こ
と
に
頭
を

悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
代
、
私
た
ち
の
家
庭
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
何
が
大
事
か
、
３
つ
の
要
素
を

柱
に
立
て
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

① 

愛
情
を
子
ど
も
た
ち
に
た
っ
ぷ
り
注
い
で

い
く

　

こ
れ
な
し
に
子
育
て
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
愛
情
が
昔
と
比
べ
て
伝
わ
り
に
く

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

物
質
的
豊
か
さ
（
個
人
の
部
屋
や
電
気
製

品
の
進
化
）
が
、
親
子
の
人
間
関
係
を
貧
し

く
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
の
ひ
と
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

②
子
ど
も
た
ち
と
時
間
と
感
動
を
共
有
す
る

　

日
本
は
、
先
進
国
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の

幸
福
感
が
一
番
低
い
と
い
う
調
査
結
果
が
出

て
い
ま
す
。

　

親
子
で
共
有
す
る
時
間
や
感
動
が
少
な
く

な
り
、
互
い
の
気
持
ち
や
考
え
が
伝
わ
ら
ず
、

遠
い
存
在
と
感
じ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
音

楽
や
釣
り
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
趣
味
を
通
し

て
感
動
を
共
有
し
、
親
し
い
親
子
関
係
を
築

く
こ
と
な
ど
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
③ 

親
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
に
な

る

　

子
ど
も
を
本
当
に
大
切
に
思
う
な
ら
、
愛

を
溢
れ
る
ほ
ど
に
与
え
る
こ
と
で
す
。
子
ど

も
と
は
時
間
を
か
け
て
関
わ
り
、
感
動
を
共

有
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
通
じ
合
う
す

ば
ら
し
い
親
子
関
係
が
で
き
た
ら
、
子
ど
も

た
ち
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
人
生
の
先
輩
と

し
て
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
教
え
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
時
に
は
助
け
、
励
ま
し
て
く

だ
さ
い
。

中学生の作文発表

金子　耕弐氏

青
少
年
健
全
育
成
の
つ
ど
い
開
催

青
少
年
健
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育
成
の
つ
ど
い
開
催
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